
難聴・言語障がい教育研究部会  実践報告 

 

１ 研究テーマ 

「子どもや保護者の多岐にわたる教育的ニーズに応える支援・指導の在り方」  

～ 人と関わる力を高める支援を通して ～ 

 

２ 年間活動実績 

ことば・きこえの教室、難聴学級での指導は、基本となる手立てや専門的な技術を習得した上で、一

人一人の児童の実態に合わせて進める必要がある。そこで、本部会では、毎年、講師を招いての研修を

複数回実施し、具体的な指導法の研究に力を入れている。また、会員同士の協議や情報交換等を行い、

日頃の悩みや疑問を解決する場も設定するようにしている。今後も、講義や担当同士の交流を通して、

個別に対応できる専門性や指導力の向上に結びつく研修内容を計画し、実施していきたい。 

第 52 回全国公立難聴・言語障害研究協議会埼玉大会（7 月）、第４６回九州大会難聴・言語障害教 

育研究会長崎大会（8 月）が開催され、本県も代表者が実践発表を行った。事前の研修会では、代表者 

の発表内容を確認し、全体で協議することで、研究の成果や課題を整理することができた。 

 

期日 活動の概要 

５月 26 日

（金） 

・県難言研総会、専門部会（引継ぎ） 

・令和 5 年度 九難言長崎大会・全難言埼玉大会発表検討会 

・専門部会（今年度の計画）、全体会 

６月 30 日

（金） 

・令和 5 年度 九難言長崎大会発表   

令和 6 年度 九難言沖縄大会発表検討会  

・講義「小・中学校の通常学級における聞こえに困難のある子どもへの支援」 

講師：さくら聴覚支援学校 髙橋 直樹 指導教諭 

・専門部会、全体会 

７月 27 日

（木） 

７月 28 日

（金） 

第 52 回 全国公立難聴・言語障害研究協議会 全国大会 

第 55 回 全国情緒障害教育研究協議会 全国大会 埼玉大会 

『彩～豊かな学びと共生社会の実現を目指して～』 

・第２分科会 「構音障害」に関する指導 

 「ことばで表現することが上手な A さんから学んだ自己肯定感を高める構音指導」 

   都城市立明道小学校 春山 咲希子 教諭 

８月３日（木） 

４日（金） 

第 47 回九州地区難聴・言語障害教育研究会 長崎大会 

・記念講演「もう迷わない！ことばの教室の吃音指導」 

  講師：九州大学病院 耳鼻咽喉・頭頸部外科 医師 菊池 良和 氏 

・第５分科会「連携」提案 小林市立小林小学校 三浦 弘子 教諭 

12 月７日

（木） 

・講義 「言語障害教育担当者として大切にしたいこと」 

講師：国立特別支援教育総合研究所 上席総括研究員  牧野 泰美 氏 

・全難言埼玉大会・九難言長崎大会報告 

・令和 6 年度九難言沖縄大会発表検討会  

・専門部会、全体会 

２月 9 日 

（金） 

・令和 6 年度九難言沖縄大会発表検討会  

・令和 7 年度九難言熊本大会発表について 

・活動総括と次年度に向けての協議     

・令和５年度「きこえ・ことばの教室資料集」製本 

・専門部会及び協議 



 


